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研究成果の概要（和文）：本研究では、インド社会運動の特徴とその動態を捉えることを目指し、ポストコロニアルと
いう視角と、インド民主主義の諸制度と運動との関係に着目することに留意して、11名のメンバーがそれぞれ事例分析
を進めた。その結果、運動がカーストをはじめとする社会集団の糾合や個別化の力学により展開してきていた側面や、
独立後の運動が植民地期の出来事に影響を受けつつ生起していた側面などを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to clarify the major characteristics of Indian social m
ovements. Each of the eleven members of this project team analyzed a case study from the postcolonialist p
erspective and focused on the relationship between democratic institutions and social movements in India. 
The case studies reveal that the development of Indian social movements was intertwined with the dynamics 
of alignment and division of social groups, such as castes, and that many movements in the postcolonial er
a originated in the colonial era.
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１．研究開始当初の背景 
 従来のインド社会運動研究は、植民地期の
運動を扱う歴史学的研究と、独立（1947 年）
以後の運動を対象とする社会学的・政治学
的・人類学的研究とに分断されていたため、
両者の間の相互参照や、独立前後を含む長期
のスパンで諸運動の展開を捉える分析がほ
とんどなされてこなかった。 
 また、これまで、個別の運動をめぐる事例
分析は、各運動の要求内容や展開過程を具体
的に明らかにするとともに、「抑圧から解放
へ」「ネガティブなスティグマからポジティ
ブなアイデンティティへ」といったストーリ
ーを実証的に描いてきたとはいえ、全体とし
て、インド民主主義の展開という文脈のなか
で社会運動を理解しようとする視点がほと
んどみられなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、インド社会運動の特徴とその動
態を、特にインド民主主義の発展と関連づけ
て歴史的に捉え直すことを目的とした。その
ために、学際的（歴史学・社会学・政治学・
人類学）なメンバー構成の下、ポストコロニ
アルという視角から、運動の長期的展開（植
民地期から独立後へ）を捉えることにより、
従来のインド社会運動研究の分断状況の克
服を目指した。その際に、とりわけ、植民地
主義的な認識的・制度的枠組がインドの社会
運動に与えてきた影響に注目した。さらに本
研究では、インド民主主義の諸制度（議会、
司法など）と社会運動との関係性に注目して
分析を進めた。 
 
３．研究の方法 
(1)メンバー全員で、以下の視座と枠組を共
有した。 
①ポストコロニアルという視角から、インド
社会運動の長期的展開を捉えること。 
②ポストコロニアルという視角から、植民地
主義的な認識的・制度的枠組がインド社会運
動に与えてきた影響に注目すること。 
③インド民主主義の諸制度（議会、司法など）
と社会運動との関係性に注目すること。 
 
(2)インドでの現地調査（文書館での資料収
集や、フィールドワークでのインタビュー・
参与観察など）にもとづき、以下の分担で事
例分析を行った。 
①農民運動：小嶋常喜（研究協力者） 
②「不可触民」運動：志賀美和子 
③産児制限運動：松尾瑞穂 
④地域主義運動：杉本浄 
⑤仏教改宗運動：舟橋健太 
⑥マオイスト運動：中溝和弥（研究協力者） 
⑦トライブ運動：木村真希子 
⑧ダリト運動：鈴木真弥（研究協力者） 
⑨チベット難民運動：山本達也（研究協力者） 
⑩環境運動：石井美保 
⑪総括：石坂 

 
(3)なお、研究開始当初はインド社会運動の
数量的把握をめざして関連文献のレビュー
や各種データの整理を行ったが、資料的制約
により、断念することとした。 
 
(4)インド社会運動研究会を計 13 回開催し、
各メンバーがそれぞれ研究の途中経過を報
告し合って議論を深めた。また、研究成果を
まとめた本を刊行するため、各章の原稿執筆
を進めた。 
 
４．研究成果 
(1)インド社会運動の特徴とその動態につい
て 
 インドの社会運動がカーストをはじめと
する社会集団の糾合や個別化の力学により
展開してきていた側面や、独立後の運動が植
民地期の出来事に影響を受けつつ生起して
いた側面などを明らかにすることができた。 
 本研究の成果は、2015（平成 27）年 2月末
までに、石坂晋哉編『インドの社会運動と民
主主義』という本にまとめて刊行する予定で
ある。 
 
 (2)国内外へのインパクト 
 各メンバーは、本研究の全体構想やその一
部を、論文や学会・研究会での頻繁な発表を
通じて、日本語、英語で発信を試みた。3 年
間で計 13 回開催したインド社会運動研究会
での発表のほか、2011（平成 23）年度には、
10 月にアジア政経学会で木村と中溝がパネ
ルを組んで成果を発表した（学会発表の 25、
28）。2012（平成 24）年度には、10月にエデ
ィンバラ大学で石坂と舟橋が国際ワークシ
ョップを企画・開催して成果を発表し（学会
発表の 16、17、21）、そこでの議論は学術雑
誌の特集号として刊行された（雑誌論文の 5、
6、11）。2013（平成 25）年度には、6月にマ
カオで開催された ICAS8 において、石井、石
坂、松尾と、鈴木、舟橋がそれぞれパネルを
組織し、山本が成果を発表した（学会発表の
2、4、5、8、9、12）。 
 本研究の 3年間の研究成果は、2014（平成
26）年度科学研究費補助金研究成果公開促進
費を受けて、2015（平成 27）年 2月末までに
『インドの社会運動と民主主義』というタイ
トルで昭和堂から刊行される見込みである。 
 なお、本研究において、インド社会運動に
よる多様な権利要求・行使のミクロな様態と
法制度をはじめとするマクロな統治構造と
の関係性の分析を行ったが、それをさらに進
展させるため、新しい科研「現代南アジアに
おける法と権利の動態をめぐる研究―国
制・権利・法秩序」（研究代表者：山本達也）
が今年度から発足した。石坂、木村、鈴木、
舟橋、山本はここでも本研究をさらに発展さ
せる予定である。 
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